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研究成果の概要： 

18・19世紀に海外における日本社会像が受容される過程において、伝達回路として、通
訳集団である長崎の通詞集団が重要であることに注目した。しかし、通詞集団については、
その文化的役割についての研究が多くあるものの、社会的な存在のあり方については不明
な点が多く、その具体的なありかたを解明した。 
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研究分野：日本史 
科研費の分科・細目： 
キーワード：近世・異文化交流・対外政策・通詞 
 
１．研究開始当初の背景 
 近世末から近代に、欧米諸国における日本
人論・日本社会論の形成過程を明らかにする
ためには、その知識の媒介者の役割を研究す
る必要がある。そこで、本研究では、基礎段
階の研究として、日本社会論を海外に発信す
るにあたり、18世紀中葉から 19世紀初頭に
かけて日本側において媒介者として重要な
役割を果たした通詞（通訳）集団について、
彼らの政治文化的側面が質的に転換してい
く過程を明らかにした上で、彼らを通じて、
いかなる日本情報が発信されうる情況にあ
ったかを分析した。 

２．研究の目的 
本研究では、十八・十九世紀に海外における
日本社会像の伝達回路として、通訳集団であ
る長崎の通詞集団に起点をおいて、日本社
会・日本人論の日本国内での発信過程の解明
を目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、18・19 世紀における通詞の
長崎という都市社会での社会的位置づけを
明らかにするために、二つの視点からの分析
を進めた。 
第一に、都市社会における通詞集団の存在
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形態。これは、町人が大半を占める長崎の都
市社会にあって、通詞集団はどのような社会
的諸関係を有し、それが通訳としての行動を
どのように規定したかを明らかにしようと
した。また同時に通詞の本来の役割である通
訳者としての技量を集団としてどのように
保持したのかということを分析した。 
第二は、長崎聞役と通詞との関係。長崎に
おいて九州諸藩が設置した蔵屋敷は、聞役ら
によって統括され、その蔵屋敷に通詞は様々
な関係を有して出入りしていることから、そ
の関係性を個別具体的に解明することが必
要と考え分析した。 
以上の、二つの方向から通詞の存在形態を
考察した。 
 
 
 
４．研究成果 
近世長崎の通詞の社会的存在形態につい
ては、文化・技術の媒介項として重要な役割
を果たしてきたと従来の研究が証明してき
た翻訳者としての通詞は、一方で、都市労働
力の編成者としての役割を果たし、さらには、
密接なその縁戚関係などから、貿易の実務と
の関係も深いことを指摘した。それゆえに、
通詞を単なる翻訳者として理解すのではな
く、当該期の貿易制度などとの関係を分析し
ていく必要があるとした。特に十九世紀末の
松平定信の寛政の改革の一環であった、長崎
の貿易・都市支配の改革に、通詞たちは大き
く翻弄されていったことを明らかにした。 
 また、近年日本近世史において、地域社会
の研究の深化は目を見張るものがあるが、一
方で、政治的枠組みからみた、設定のありか
たも、無視できるものではなく、その枠組み
の中で、日本情報の受容・発信がなされてい
たということについても、大枠を提示できた
ものと考え、さらなる視点を獲得できた。 
具体的には、佐賀藩と長崎の社会との関係
について注目し、長崎警備という近世を通じ
た佐賀藩固有の軍役負担は、一方で都市社会
長崎との日常的な関係を惹起し、その仲介者
として通詞や都市社会の枢要にいた町人と
の関係が生じており、その関係性から、ある
種の日本情報、また有るときは海外からの情
報が伝わっており、公的な長崎奉行―佐賀藩、
すなわち幕藩関係にとどまらない、その関係
性についても重要な視点となりうると考え
ている。 
そして、方法に第二点に関わる、九州

諸藩の蔵屋敷やその責任者たる長崎聞
役については次のようになる。  
長崎において九州地域との結節点と

なる九州諸藩の蔵屋敷との関係が重要
であると考えた。特に藩の蔵屋敷につい
ては、その統括者であり長崎奉行との連

絡役である聞役が 1640 年代に幕命によ
って各藩が派遣するようになったとい
う従来の理解について再検討を行った。
その結果、長崎奉行と各藩との個別人格
的な関係は 17 世紀初頭から同世紀半ば
まで存続し、必ずしも制度が成立したわ
けではなく、むしろ 17 世紀後半に長崎
奉行就任者が、長期にわたり就任せず数
年ごとに交代するという幕府の制度の
変更こそが、各藩の長崎における聞役の
制度化を招いたという結論に達した。  
なお、本研究の成果は、2009 年秋刊行予定
の研究代表者単書に反映する予定である。 
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